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守
る
、

 

林
野
労
組

　

林
活
議
連
九

州
大
会
に
参
加

し
て
、
林
業
の

価
値
を
再
確
認

し
た
。
林
業
は

木
を
伐
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
と
こ
ろ

に
も
価
値
が
あ
る
▼
一
方
で
、
私

た
ち
の
仕
事
の
成
果
は
短
期
間
で

図
れ
な
い
。
と
き
に
50
年
、
次
の

世
代
に
届
く
ス
パ
ン
で
結
果
を
知

る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
地
形
や

気
候
、
生
態
系
の
変
化
を
読
み
取

り
な
が
ら
、
確
実
な
施
業
を
も
っ

て
森
と
向
き
合
う
だ
け
▼
こ
の

「
守
り
の
品
質
」
は
、
労
働
運
動

と
相
性
が
良
い
。
森
林
施
業
と
同

じ
よ
う
に
、
知
見
を
蓄
積
し
、
歴

史
か
ら
学
べ
る
人
が
い
る
こ
と
は
、

組
織
に
持
続
性
を
与
え
て
く
れ
る

▼
効
率
や
短
期
成
果
が
求
め
ら
れ

る
時
代
、
森
は
急
い
で
応
え
て
く

れ
な
い
。
労
組
も
同
じ
か
。
社
会

全
体
が
急
速
な
変
化
の
中
に
あ
る

今
、
林
業
も
労
働
運
動
も
、
持
続

性
が
あ
れ
ば
、
成
果
は
後
か
ら
つ

い
て
く
る
▼
短
期
で
評
価
さ
れ
る

今
、
我
々
が
見
失
っ
て
い
け
な
い

の
は
「
そ
の
歩
み
を
止
め
な
い
」

こ
と
だ 

（
松
ボ
ー
）

年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「白岩山から九州中央山地」
（撮影者　甲斐菜々子：宮崎北部分会）

「匠の一言」
　標高1620ｍからの絶景です。

　

九
州
地
本
は
、
10
月
16
日
に
人
事
院
九
州
事
務
局
交
渉
を
実
施
。

今
回
の
交
渉
も
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
代
表
者
４
名
（
北
部
ブ
ロ
ッ

ク
・
井
上
（
大
分
分
会
）、
熊
本
ブ
ロ
ッ
ク
・
今
村
（
熊
本
分
会
）、

宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
・
河
本
（
都
城
分
会
）、
鹿
児
島
ブ
ロ
ッ
ク
・
山

口
（
大
隅
分
会
））
が
参
加
し
、
地
本
執
行
部
を
含
め
総
勢
11
名

で
交
渉
し
ま
し
た
。

　

交
渉
の
冒
頭
、
加
藤
地
本
委
員
長

は
「
私
た
ち
の
職
場
環
境
は
、
奥
地

や
山
間
部
な
ど
の
自
然
条
件
の
厳
し

い
現
場
で
あ
り
、
他
の
行
政
官
庁
に

は
な
い
、
極
め
て
特
殊
な
環
境
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
職
員
が

減
少
を
続
け
る
中
で
、
新
た
な
業
務

や
市
町
村
へ
の
支
援
業
務
、
自
然
災

害
時
の
対
応
な
ど
、
業
務
も
多
岐
に

渡
っ
て
お
り
、
複
雑
・
困
難
の
度
合

い
が
一
般
会
計
移
行
時
と
比
較
し
て

増
し
て
き
た
。
本
日
は
私
た
ち
の
職

場
実
態
を
踏
ま
え
た
要
求
を
行
う
の

で
、
改
善
に
向
け
前
向
き
な
回
答
を

求
め
る
」
と
挨
拶
し
、
人
事
院
九
州

事
務
局
総
務
課
長
に
要
求
書
を
手
交

し
ま
し
た
。

　

要
求
書
の
内
容
は
、
①
若
手
職
員

が
増
え
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
２

級
役
付
け
ポ
ス
ト
及
び
３
級
か
ら
６

級
の
定
数
を
維
持
す
る
こ
と
、
②
一

時
的
な
欠
員
を
理
由
に
森
林
官
の

級
の
切
り
下
げ
を
行
わ
な
い
こ
と
、

③
行
（
二
）
に
つ
い
て
号
級
較
差
額

等
の
改
善
を
図
る
こ
と
、
④
特
殊
勤

務
手
当
の
改
善
及
び
運
転
手
当
を
創

設
す
る
こ
と
、
⑤
再
任
用
職
員
に
つ

い
て
、
生
活
水
準
が
確
保
で
き
る
給

与
制
度
に
す
る
こ
と
、
⑥
定
年
延
長

者
を
含
む
高
年
齢
層
職
員
の
給
与
水

準
の
改
善
を
行
う
こ
と
、
⑦
い
わ
ゆ

る
ピ
ー
ク
時
特
例
に
係
わ
る
不
利
益

に
つ
い
て
、
内
閣
人
事
局
へ
働
き
か

け
る
こ
と
等
を
求
め
ま
し
た
。

  

ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
か
ら
、

⑧
令
和
８
年
度
新
設
さ
れ
る
通
勤
の

た
め
の
外
部
駐
車
場
利
用
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
考
え
を
確
認
し
た
い
（
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
）、
⑨
松
く
い
虫
被
害

木
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
、
過
酷
な

環
境
下
で
実
施
し
て
い
る
立
木
調
査

及
び
現
地
踏
査
等
に
つ
い
て
、
山
上

等
作
業
手
当
の
対
象
に
す
る
こ
と

（
熊
本
ブ
ロ
ッ
ク
）、
⑩
定
年
延
長
職

員
の
給
与
水
準
７
割
に
つ
い
て
見
直

し
を
図
る
こ
と
（
宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
）、

⑪
国
有
林
で
は
職
務
の
級
下
位
の
者

が
上
位
ポ
ス
ト
を
担
っ
て
い
る
実
態
。

「
在
級
期
間
表
の
廃
止
」
は
各
省
庁

に
対
し
ど
の
よ
う
な
効
果
を
狙
っ
て

い
る
の
か
（
鹿
児
島
ブ
ロ
ッ
ク
）、

な
ど
現
場
実
態
や
人
事
院
勧
告
を
踏

ま
え
た
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
事
院
九
州
事
務
局
か
ら
は
、

「
級
別
定
数
の
維
持
に
つ
い
て
は
、

本
省
・
地
方
出
先
そ
れ
ぞ
れ
で
評
価

し
た
う
え
で
、
個
別
省
庁
で
対
応
し

て
い
く
」「
再
任
用
の
制
度
設
計
に

つ
い
て
は
、
本
年
の
人
事
院
勧
告
で

一
定
の
見
直
し
を
図
っ
た
と
こ
ろ
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
民
間

　

令
和
７
年
10
月
30
日
、
宮
崎
市
の

メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
令
和
７
年
度
、
森
林
・
林
業
・

林
産
業
活
性
化
九
州
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
九
州
各
県
よ
り
森
林
・
林
業

活
性
化
促
進
議
員
や
林
業
関
係
者
が

集
い
、
九
州
地
区
に
お
け
る
森
林
資

源
の
循
環
利
用
や
、
地
域
経
済
の
発

展
に
向
け
た
取
組
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

冒
頭
、
宮
崎
県
林
活
議
連
会
長
濱

砂
氏
が
挨
拶
し
、「
九
州
各
地
で
の

経
験
や
知
恵
を
結
集
し
、
森
林
の
持

続
的
な
循
環
と
、
地
域
の
未
来
を
切

り
開
く
大
会
に
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
来
賓
と
し
て
林
野
庁

長
官
、
宮
崎
県
知
事
が
祝
辞
を
寄
せ
、

森
林
政
策
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
建
築
構
造
設
計
士
の

山
田
憲
明
氏
が
登
壇
し
、「
み
ん
な

で
つ
く
る
地
域
木
材
を
活
か
し
た
大

き
な
木
の
建
築
」
と
題
し
、
木
造
建

築
の
可
能
性
や
、
地
域
木
材
の
活
用

事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
山
田

氏
は
地
元
材
を
使
っ
た
公
共
建
築
を

各
地
で
実
現
し
て
お
り
、「
木
は
地

域
の
誇
り
。
地
元
の
人
々
が
関
わ
る

こ
と
で
建
築
は
文
化
と
な
る
」
と
地

域
連
携
の
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
日
南
市
の
林
田
樹
苗
農

園
・
林
田
代
表
取
締
役
か
ら
「
苗
木

増
産
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
と
苗

木
の
社
会
的
価
値
創
出
へ
の
挑
戦
」

と
題
し
た
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
林
田
氏
は
担
い
手
不
足
や
人
件

費
に
関
す
る
課
題
に
向
き
合
い
、
Ｊ

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
に
向
け
た
取
組
を
紹
介
。
ま
た
、

「
針
葉
樹
は
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量

が
期
待
で
き
、
人
工
林
が
地
球
温
暖

化
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
」
と
語

り
、
参
加
者
の
共
感
を
集
め
ま
し
た
。

　

大
会
終
盤
に
は
、
再
造
林
・
間
伐

等
の
森
林
整
備
予
算
の
確
保
や
、
森

林
環
境
譲
与
税
の
一
層
の
有
効
活
用

等
が
決
議
さ
れ
、
な
か
で
も
「
伐
っ

て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」

と
い
う
森
林
循
環
の
サ
イ
ク
ル
を
継

承
さ
せ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
次
回
開
催
県
で
あ
る
福

岡
県
議
会
か
ら
「
九
州
の
林
業
を
発

展
さ
せ
る
た
め
、
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
む
」
と
力
強
い
閉
会
の
言
葉
が

あ
り
、
本
大
会
は
閉
幕
し
ま
し
た
。

準
拠
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
く
」

「
高
年
齢
層
職
員
の
給
与
制
度
に
関

し
、
55
歳
定
昇
ス
ト
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
民
間
企
業
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
」「
外
部
駐
車

場
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
及

び
バ
イ
ク
が
対
象
と
考
え
て
い
る
。

ガ
ソ
リ
ン
高
騰
が
背
景
に
あ
る
た
め
、

自
転
車
（
駐
輪
場
）
は
対
象
外
と
な

る
。
ま
た
、
利
用
す
る
場
合
、
月
極

が
基
本
と
な
る
が
、
時
間
利
用
も
検

討
し
て
い
く
」「
本
年
の
人
事
院
勧

告
で
在
級
期
間
表
を
廃
止
し
て
い
る

が
、
基
本
的
な
考
え
は
個
別
官
庁
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
一
定
の

回
答
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
本
か
ら
追
加
で
「
定
年

延
長
者
の
給
与
７
割
が
苦
し
い
理
由

は
、
遊
ぶ
お
金
が
な
い
と
い
っ
た
属

人
的
な
理
由
で
は
な
く
、
介
護
や
扶

養
な
ど
の
支
出
を
抱
え
て
い
る
の
が

実
態
で
あ
る
。
高
齢
者
雇
用
に
関
わ

る
重
要
な
社
会
課
題
と
い
っ
た
側
面

か
ら
、
民
間
準
拠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
べ
き
」
と

要
求
し
ま
し
た
。

　

交
渉
の
最
後
に
は
、「
要
求
内
容

に
つ
い
て
確
実
に
本
院
へ
伝
え
る
」

「
引
き
続
き
職
員
団
体
と
の
意
見
交

換
を
行
う
」
こ
と
を
確
認
し
、
交
渉

を
終
了
し
ま
し
た
。

当
面
の
行
動

11
月
11
日　
全
山
労
宮
崎
同
友
会
大
会

11
月
18
日　

要
請
行
動
（
林
活
九
州

連
絡
会
：
長
崎
県
）

11
月
21
日
〜
23
日　

新
採
労
働
学
校

（
東
京
都
）

12
月
5
日　

民
林
労
組
単
産
交
流
学

習
会
（
熊
本
市
）

12
月
6
日　

青
年
女
性
常
任
委
員
会

12
月
12
日　

役
員
推
薦
委
員
会

12
月
19
日　

全
国
代
表
者
会
議

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

分会・地本で臨む交渉

処遇改善に向け要求書手交

手当の拡大を訴える（今村）

九州全体で林業を支える

空席ポストの解消を（山口）

森
林
の
循
環
が
地
域
の
未
来
を
守
る

 

〜
林
活
議
連
九
州
大
会
が
宮
崎
市
で
開
催
〜

見えにくい現場の苦労を、
ダイレクトに人事院へ届ける!!

～分会が現場のリアルを伝えた人事院交渉～
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「海自カレーは絶品です」
白濱　光さん（屋久島分会）

　

今
回
、
屋
久
島
分
会
か
ら
白
濱

光
君
を
紹
介
し
ま
す
！

　

白
濱
さ
ん
は
本
年
度
新
規
採
用

で
、
熊
本
県
天
草
郡
龍
ヶ
岳
町

（
現
上
天
草
市
）
出
身
（
今
年
30

歳
）
で
す
。
青
森
県
庁
職
員
３
年
、

海
上
自
衛
隊
員
３
年
と
幅
広
く
職

場
経
験
を
積
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　

持
ち
前
の
明
る
さ
と
ト
ー
ク
力

で
、
今
で
は
す
っ
か
り
署
内
に
と

け
こ
み
、
業
務
グ
ル
ー
プ
の
販
売

担
当
と
し
て
土
埋
木
の
販
売
な
ど
、

資
源
活
用
用
務
と
し
て
内
務
か
ら

対
外
的
な
業
務
ま
で
こ
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
上
自
衛
隊
で
鍛
え
た

体
で
登
山
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
地
域
行
事
で
あ
る

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
で
は
、
瞬

間
的
な
ス
ピ
ー
ド
と

迫
力
あ
る
パ
ワ
ー
で

オ
ー
ル
を
漕
い
で
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
白
濱
君
は
、

料
理
と
お
酒
が
大
好

き
で
、
率
先
し
て

B
B
Q
な
ど
に
参

加
し
、
海
自
カ
レ
ー

や
ケ
バ
ブ
（
ト
ル
コ

料
理
）
な
ど
の
手
作
り
料
理
を
た

く
さ
ん
差
し
入
れ
し
て
く
れ
ま
す
。

海
自
カ
レ
ー
は
、
大
量
に
作
っ
て

き
て
も
ら
っ
て
い
て
も
、
す
ぐ
に

無
く
な
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
一
度

食
べ
た
ら
ま
た
食
べ
た
く
な
る
味

で
す
。

　

ひ
と
り
で
居
酒
屋
に
い
く
な
ど
、

お
酒
が
大
好
き
で
、
飲
み
会
に
誘

わ
れ
た
ら
断
ら
な
い
性
格
。
い
つ

も
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

屋
久
島
で
の
暮
ら
し
を
満
喫
さ

れ
て
お
り
、
屋
久
島
に
来
ら
れ
た

際
は
是
非
、
白
濱
さ
ん
の
料
理
を

食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　

次
は
転
職
す
る
こ
と
な
く
、
生

涯
、
国
有
林
マ
ン
と
し
て
働
い
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
屋
久
島
分
会　

木
﨑
通
信
員
）

　

９
月
18
日
、
熊
本
森
林
管
理
署
会

議
室
に
お
い
て
、
青
年
女
性
委
員
会

主
催
に
よ
る
意
見
交
流
会
を
兼
ね
た

「
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
委

員
会
の
慢
性
的
な
資
金
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
資
金
活
動
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
参
加
者
に

は
事
前
に
趣
旨
を
説
明
し
、
会
費
制

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
酒
屋
か
ら
レ
ン
タ
ル
し

た
ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
と
樽
を
使
用
し
、

本
格
的
な
雰
囲
気
の
中
、
多
彩
な
料

理
が
並
び
ま
し
た
。
司
会
は
一
川
委

員
が
務
め
、
冒
頭
、
部
原
青
年
女
性

委
員
長
が
開
会
の
挨
拶
を
、
小
園
執

行
委
員
長
が
乾
杯
の
挨
拶
を
行
い
、

会
は
和
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
ほ
か
、
管
理
者
を
含
む

19
名
が
参
加
し
、
組
織
の
あ
り
方
や

職
場
で
の
悩
み
、
さ
ら
に
は
趣
味
の

話
題
ま
で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
普
段
見
ら
れ
な
い

職
員
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
職
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
中
の
残
暑
が
厳
し
い
中
、
暑
気

払
い
と
し
て
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と

な
っ
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
。
当
分
会

の
青
年
女
性
委
員
会
で
は
、
今
後
も

こ
う
し
た
企
画
を
通
じ
て
、
分
会
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

（
熊
本
分
会　

部
原
通
信
員
）

　

10
月
４
日
（
土
）、
大
分
県
日
田

市
内
に
て
、
大
分
西
部
分
会
青
年
女

性
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

長
崎
分
会
、
佐
賀
分
会
、
福
岡
分

会
、
大
分
分
会
、
大
分
西
部
分
会
の

各
青
年
女
性
委
員
会
か
ら
、
計
12
名

が
集
い
、
分
散
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
、
懇
親
会
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
一

日
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
、
参
加
者

た
ち
の
普
段
な
か
な
か
口

に
出
せ
な
い
悩
み
や
、
職

場
で
の
課
題
を
率
直
に
語

り
合
い
、「
人
員
不
足
の

中
で
ど
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
保
つ
か
」「
若
手
が

育
つ
環
境
を
ど
う
作
る

か
」
と
い
っ
た
真
剣
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
互
い
の

現
状
に
共
感
の
声
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
９
月
７
日
（
日
）、
人

吉
駅
に
お
い
て
、
郡
市
の
労
働
組
合

や
事
業
所
な
ど
か
ら
約
１
３
０
人
が

集
ま
り
、
人
吉
駅
構
内
の
除
草
作
業

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

本
取
組
は
２
０
２
１
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
、
４
年
目
と
な
っ
た
「
列

島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。

　

冒
頭
、人
吉
駅
長
か
ら「
２
０
２
６

年
度
に
は
新
た
な
人
吉
駅
を
再
築
す

る
こ
と
で
、
多
く
の
人
を
呼
び
つ
つ

復
興
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ

り
、
続
け
て
吉
村
議
長
よ
り
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
列
島
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
へ
の
お
礼
を
兼

ね
た
挨
拶
を
受
け
、
午
前
８
時
よ
り

作
業
開
始
。

　

全
組
合
員
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
で
線

路
内
に
入
り
、
草
を
引
き
抜
い
た
り
、

周
辺
で
は
除
草
剤
等
を
散
布
す
る
な

ど
、
皆
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
約
１

時
間
の
作
業
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

 

（
熊
本
南
部
分
会　

後
藤
通
信
員
）

　

時
に
は
笑
い
も
交
え
な
が
ら
、

「
こ
の
悩
み
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
」

と
い
う
安
心
感
と
、「
こ
の
悩
み
は

こ
う
し
て
み
よ
う
」
と
い
っ
た
、
前

向
き
な
気
持
ち
が
実
感
で
き
た
分
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
田
市
内
の
ア
ス
ト
ロ

ボ
ー
ル
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
。

ス
ト
ラ
イ
ク
に
歓
声
が
上
が
る
一
方

で
、
ガ
ー
タ
ー
続
出
の
チ
ー
ム
に
笑

い
が
絶
え
ず
、
会
場
は
終
始
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
ゲ
ー
ム
の

得
点
以
上
に
、
互
い
の
距
離
が
ぐ
っ

と
縮
ま
る
瞬
間
が
随
所
に
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
懇
親
会
で
、
地
元
の

料
理
と
お
酒
を
囲
み
な
が
ら
、「
最

初
は
緊
張
し
て
い
た
け
ど
、
気
づ
け

ば
本
音
で
語
り
合
っ
て
い
た
」「
ま

た
明
日
か
ら
頑
張
る
し
か
な
い
！
」

と
の
声
も
聞
か
れ
、
若
手
同
士
の
つ

な
が
り
の
強
さ
を
実
感
す
る
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
を
通
じ

て
、
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
前
向
き

に
歩
む
仲
間
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
分
会
の
垣
根
を
越
え
て
新
た

な
絆
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
青
女
活
動
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
、

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
大
分
西
部
分
会　

木
下
通
信
員
）

２
０
２
５
人
事
院
勧
告

　
団
結
の
成
果

「
や
っ
て
み
よ
う
!!
」
若
手
が
仕
掛
け
る
新
風

〜
各
地
で
青
年
女
性
委
員
会
が
活
躍
〜

鍛えた心と身体で屋久島を駆ける

楽しみも取り入れながら

しゃがめない為、中腰で作業

絶品のビールで乾杯

分散会で課題を共有

人吉駅の未来のために仲間と汗を

分　会 執行委員長 副執行委員長 書記長 （財政担当） 執　行　委　員

福　岡 稲員　優次 辻田　優衣 橋本　暁寛 辻田　優衣 久保　和幸

佐　賀 峯　　良彦 三國　卓裕 中島　純也 堤　　広喜 堤　　広喜

長　崎 谷口　正美 森　　　浩 今井　　隆 山本葉寿心 知念　綾乃 山本葉寿心

熊　本 小園　英行 古村理恵子 今村　　誠 古村理恵子 塩崎　暢彦 吉田　光佑 　

熊本南部 西山　太英 後藤　貴裕 藤川　涼一 橋本　麻美 戸島　章治 岩﨑　貴子 橋本　麻美 東　　泰晟

大　分 中山　俊和 山形　良平 井上　和也 山形　良平 中村　　帝

大分西部 蒲池　勝也 市原　増雄 木下　昂大 市原　増雄 梶原　奈央

宮崎北部 山川　祐一 下田　悠介 山川　祐一 山川　祐一 石本　敏隆 村上　　学

西都児湯 木﨑真一郎 濱本　　桜 鶴山　喜之 濱本　　桜 竹下　清高 平生　　竜

宮　崎 井上　祐輔
藏富　英典
河合さつき

柿田　憲司 川畑　一歩 川畑　一歩 山本　義希

技術ｾﾝﾀｰ 加藤　省三 高橋　陽介 山本　佑主 高橋　陽介 川野　幸三 高橋　陽介

都城支署 河本　正人 永井　純一 那須　芳広 永井　純一 小谷　　豊 田中　凌太 吉原　遙斗

宮崎南部 沖田　正志 和田　弥己 高森　公章 冨田　尚斗 冨田　尚斗 斉田帆乃伽

大　隅 小島　洋一 岩下　泰弘 山口　雄大 岩下　泰弘 竹崎　　諒 川畑　地歩

北　薩 白内　慎哉 森本　博之 東　　佑太 森本　博之 川畑　勇二 中村　健一 藤山　　樹

鹿児島 宮本　和久
岩﨑　正二
松永　直人

江口　　晃 岩﨑　正二 小薄　政弘 鳥居　大輔

屋久島 歌野　邦美 山口　利明 木﨑　慎一 山口　利明 松井　涼太 塩澤　　翔

沖　縄 曲瀬川淳一 井上　欣勇 本田　師久 井上　欣勇 小崎　凌平 濱元　海斗

局 後藤　一哉
坂田　　恵
吉田　貴博

平松　大志 坂田　　恵 下大迫伸一 小原　豊治 児浦　悠斗

地　本 加藤　吉征 中川　秀樹 古村　健児 加来　尚貴 松本　慎剛 歌野　国光 加来　尚貴 藤崎恵莉佳

2025年11月１日現在

熊
本
分
会
・
青
女
主
催

【
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
】

大
分
西
部
分
会
・
青
女
主
催

【
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
】

人
吉
駅
構
内
で
奉
仕
作
業

〜
人
吉
球
磨
地
協
・
労
福
協
主
催

 

「
列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
〜

林野労組　九州地本　執行体制一覧


